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　戸田駅前保育所（おひさま保育園）は、自然に触れ、季節の移り変わりを感じながら、豊かな心
をはぐくむとともに友達や地域社会の様々な触れ合いのなかで豊かな愛情や信頼を深める保育を目
指し、散歩や戸外活動等を積極的に実施し、季節の移り変わりを体験的に習得できる様々な取り組
みを行っている。近隣の家庭菜園や畑において、野菜を栽培したり収穫する体験をすることで、植
物等の成長の過程を観察したり、収穫の喜びを実感できる取り組みを行っている。戸外遊びでは、
長い距離を散歩して、近隣の公園のうんていを利用して筋力をつける遊びを行う等、十分な身体作
りを目指した取り組みを行っている。5歳児クラスは、月に1回、近隣の高校の茶室を借りて地域の
方から茶道を習ったり、年に4回高齢者施設を訪問して交流を図ったり、ＪＲ戸田公園駅の見学等、
地域と園児とのかかわりを大切にする取り組みを行っている。
　子供たちが様々な遊びを通じて、身体を動かし、自ら考え活動し表現することの楽しさや達成感
を味わえる保育を目指し、3歳児クラスからは、幼児体育指導者の資格を取得した職員による運動あ
そびをクラスごとに週1回、1時間実施し、子ども達が十分身体を動かせるような取り組みを行って
いる。運動あそびを行うホールには、跳び箱・マット・鉄棒等を備えている。
　食への興味、関心を持ち、食を大切にするという保育目標を掲げ、子ども達に調理する前の野菜
に触れる機会を設けたり、その日の給食に使用される食材を紹介し、どのようにして給食で提供さ
れるのか等、食材への興味や関心を高める取り組みを行っている。献立には、行事食、世界の料
理、地域の郷土料理、物語メニュー等を取り入れ、国や郷土の文化、行事に対する子供の理解を高
める取り組みを行っている。バランスのとれた食事、季節感のある食事を取り入れ、食べる楽しさ
を味わい、食への感謝の気持ちを大切にし、野菜作りやクッキングなどを通して食への興味、食べ
る意欲を育てる取り組みを行っている。
　保育サービスの質の向上を図るため、様々な研修が行われている。法人内の研修には、実践研究
担当者研修、給食担当者研修、法人の他の保育園を体験する交流保育等がある。部外研修として、
乳児保育担当者研修会、保育所保護者支援研修会、障害児保育担当者研修、幼児期の教育研修会、
保育所事故予防研修会、保育所初任保育所長研修会等、様々な研修の機会が設けられており、職員
の希望や適性等を考慮して、積極的に職員を参加させる取り組みを行っている。
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戸田駅前保育所（おひさま保育園）は、一人ひとりの子供を大切にし、保護者や地域社会から信頼
され、選ばれる保育所を目指すという公益財団法人鉄道弘済会の保育理念の下、保育士のみならず
職員全員で保育の質の向上、安全管理、地域との交流・連携、利用者本位の保育サービス等におい
て、様々な工夫や取り組みを行っている。そのような状況の中で、時間外労働による職員の負担の
軽減と業務の効率化を推進するために「新勤務ダイヤ」を法人と連携して作成・実行し、ある程度
の成果を上げつつあるが、早朝保育、延長保育との兼ね合いや人員の配置等において今後の運営や
取り組みに期待したい。
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別紙

当保育所は、平成21年度に第三者評価を受審し今回で２回目の受審となりました。第三者評価を受
審することにより、日常行っている保育業務について外部の方から確認していただくことでより良
い保育業務の実施に繋がると思っております。前回同様高い評価を受けたことは、保護者や地域の
方々の協力・支援を得ながら、日頃からの保育に対する取り組みがキチンとなされている結果と捉
えておりますが、この評価に甘んずることなく保育内容の充実を図っていきたいと考えておりま
す。


